
国民健康保険税の計算（シミュレーション）             Ａパターン 

 

国民健康保険税の計算例 

  世帯主（42歳） 給与所得 300万円 

基準総所得金額  2５7万円（300万円－基礎控除 43万円） 

妻（38歳）   収入なし 

子（12歳）   収入なし 

   

①現行税率 

区分 医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 

所得割額 
257 万 円 × 7.13 ％ ＝

183,241 円 

257 万 円 × 2.48 ％ ＝

63,736円 

257 万 円 × 2.95 ％ ＝

75,815円 

均等割額 
24,600 円×3人＝ 

73,800 円 

8,600 円×3人＝ 

25,800 円 

11,400 円×1人＝ 

11,400 円 

平等割額 19,200 円 6,600 円 6,000 円 

合計額 
276,200 円 

（100円未満切捨て） 

96,100円 

（100 円未満切捨て） 

93,200円 

（100円未満切捨て） 

  

 

 

 

②標準保険料率案 

区分 医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 

所得割額 
257 万 円 × 6.87 ％ ＝

176,559 円 

257 万 円 × 2.67 ％ ＝

68,619 円 

257 万 円 × 2.63 ％ ＝

67,591 円 

均等割額 
29,682 円×3人＝ 

89,046 円 

11,184 円×3人＝ 

33,552 円 

13,550 円×1人＝ 

13,550円 

平等割額 19,323 円 7,281 円 6,728 円 

合計額 
284,900 円 

（100円未満切捨て） 

109,400円 

（100 円未満切捨て） 

87,800円 

（100円未満切捨て） 

  

 

 

 

●税率を引き上げた場合の増加額 

②標準保険料率案－①現行税率 

 482,100 円 － 465,500 円 ＝ 16,600円・・・年単位で増加する金額 

 16,600 円 ÷ 12 ＝ 1,383円・・・月単位で増加する金額 

 

                                     ※裏面につづく 

医療給付費分 

276,200円 

後期高齢者支援金分 

96,100円 

介護納付金分 

93,200円 

年間の保険税額 

465,500円 

医療給付費分 

284,900円 

後期高齢者支援金分 

109,400円 

介護納付金分 

87,800円 

年間の保険税額 

482,100円 



③改定案 

区分 医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 

所得割額 
257 万 円 × 7.13 ％ ＝

183,241 円 

257 万 円 × 2.48 ％ ＝

63,736円 

257 万 円 × 2.95 ％ ＝

75,815円 

均等割額 
27,000 円×3人＝ 

81,000 円 

9,400 円×3人＝ 

28,200 円 

11,400 円×1人＝ 

11,400 円 

平等割額 19,400 円 7,000 円 6,000 円 

合計額 
283,600 円 

（100円未満切捨て） 

98,900 円 

（100 円未満切捨て） 

93,200円 

（100円未満切捨て） 

  

 

 

 

●税率を引き上げた場合の増加額 

③改定案－①現行税率 

 475,700 円 － 465,500 円 ＝ 10,200円・・・年単位で増加する金額 

 10,200 円 ÷ 12 ＝ 850円・・・月単位で増加する金額 

 

医療給付費分 

283,600円 

後期高齢者支援金分 

98,900円 

介護納付金分 

93,200円 

年間の保険税額 

475,700円 


